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産地卸商の近代化 田 キ長 競
経営管理論再考.......・ H 降旗 武彦
ドマー=アイスナー・モデルへの
「マルグス=エY ゲノレス」効果の組入れ …高 寺 貞 男










































































































































































































アセテ ト織物 43， s46 







500万円未満 17 26 
500~5， OOO万円未満 12 65 
5， 000万円~1億円未満唱口 137 
1~5 億円未満 21 451 
5......10億円未満 28 1，071 
1O~50億円未満 46 3，425 
50~lOC億円未満 53 2，615 
























































都西陣の業者がこの地方の取次商 (1印)を通じて先染織物〔最初はウール着尺， 34 
~35年ごろからは御召ヲ りんずなど〕の賃機約3500を動かして生産するようにな



























































































































商者数| 製 品 Eリ 経 路 i
ソックヌ、 84.5勉 問屋 38.8% 
大 。 シームレス 10.3 d、売商 35. 7 
実需 2.4 
貿易 1.1 
阪 タイツ 4.2 スーパ 13.4
百貨庖 7.6 
ソックス 93.9 問屋 86. 1 
奈 シー ムレ0' 3.8 小売商 6.9 
実需 0.3 
良 タイツ 2.3 スー ノ主ー 6.7 
ノ百貨唐 0.1 
















































































































産地卸商の;rr代化 (19) 19 
地卸商の経路から脱却し，後者の活動領域は縮小せざるを得ない。あるいは成
長しつうある大型小売庖がかかるメ カ と直接取引するケ スも現われるで
，あろう。
③ ただしかし構造改善計画も，計画はやすいが，実施は必らずしも容易で
ない。各産地とも現在のところ協業化の計画が進みつつあるのはきわめて少数
の業者に限られ，大多数のものは無関心である。経営者の小さくとも一国一城
の主でありたい，あるいは現状維持を好bという態度が一般的である。のみな
らず他方に，全般的な労働力不足から，家族労働をも動員する零細経営が増加
しつつある。たLかに零細経営には経営の弾力性があるけれども，家族労働者
をふくめて長時間労働など労働条件の悪化のおそれが大きい。この傾向がどこ
まで続くかに疑問はあるが，実現にはある程度まで進行Lている。これらの点
からいえば，構造改普計画。実施は遅々たるもので，小経営ないし零細経営の
存続があるかぎり，産地卸商の活動分野は当分のあいだ残ると考えられるので
ある。ただその場合も産地卸商は主としてそDような小経常・零細経営の製品
や扱うことになってゆ〈か!もしれない。ことに産地卸商が上述のように不十分
な機能遂行しかやらなけれは比較的有力なメーカーはそれと取引する魅力を
感じないであろう。そして産地卸卸商はたんなる買継商的立場にとどまるであ
ろう。
④産地卸商の一般的衰退に対比して，中小メ カ のうちにかなり顕著な
成長をとげ，資本力，経営能力を増大したものがある。それらのうちには，商
品の一部を産地卸商に販売するが，他方に独自の商品開発と販売経路開発を行
なうものが現われてきた。販売経路の確立は重要であるが，また困難なもので
あるから，ある場合には自力で開発するが，ある場合には他の流通業者と提け
い苧る道もある。織物・編物業においても独自性を発揮することがロJ能である
が，技術的には機械金属工業や化学工業におけるほどさん新なものを開予選する
よとは困難であろう。それでも消費者の晴好，流行などを的確につかむこιに
より新製品と新販路を開拓する可能性は絶無ではなしそれによって成功して
20 (20) 第106者第1.2.3号
いる事例も少数ながら現われているのである。そしてその場合にはおうむね産
地卸商はその販売経路から除外される。
⑤ 最後に，現在いわゆる流通革命が進行しつつあり，とくに大型小売庖〔百
百貨庖，スーパーマーケッ人スーパーストアなど〉がし、ちじるしく成長しつつある。
これら大型小売庖は流通費用を節約するため大量仕入に努力し，大販庖相互間
の提けい，共同仕入にも進みつつある。現在のところ中小企業メーカーの多数
と取引する煩を避けて，大商社，集散地問屋から仕入れる場合が多く，それに
とどまるならば産地卸商ほ直接の影響をうけない。けれどももしメ カーが大
規模化しである程度量産できるようになるならば，大販庖が直接メ カ から
仕入れ ζ産地卸商が排除される可能性がないとはし、えない。
また大メーカーが産地の中小企業を下請として組J識し，それに生産させたも
のを自社フラ γ ドによって販売する場合には，自社の販売経路を利用するから
産地卸商はそこから排除される乙ととなるのである。
以上のように中小企業産地にもすでに種々白新しい傾向がでて来た。それら
はいずれもまだ一般化していなL叶〉ら，当分のあいだ声聖地卸商の活動する場は
存在すると考えられる。けれども産地卸商のうちに，卸商としての機能を十分
果す有力なものと，然らざるものとの両極への分化が進み，後者は商品の買集
めだけを担当する買継商的なものにとどまるのではなかろうか。
